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あらまし：生活習慣病の予防には食生活の把握が必要であるが，日常の食事記録をデータ化する際には，

コード付けミスやデータ入力過誤などの問題が起こり，食事評価に影響を与える．そこで，食事記録の精

度向上と調査者支援のために支援システムを開発している．本稿では，食事記録調査支援のためのデータ

入力支援ツールと入力過誤抽出ツールについて報告する． 
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1. はじめに 
食事調査の目的は対象者の食事や食生活の実態を

調査し，その食事内容のエネルギーと栄養摂取状態

を明らかにし，食事指導・栄養教育に生かすことで

ある（1）．食事調査では，訓練された栄養士が調査者

として調査を担当しているが，いずれも調査者の知

識や熟練度により得られる結果の精度が異なるとい

う課題がある．栄養士養成課程でも食事調査の方法

と調査に基づいた対象者への栄養指導の手法を指導

している．しかし，食事記録をデータ化する際には，

コード付けやデータ入力過誤などの人的ミスを完全

に排除することは難しく，食事評価に影響を与えて

いる（2）（3）．そこで，著者らは食事調査支援のため

のツール群を開発し，食事調査を支援するとともに，

栄養士育成を含めた統合的なe-Learningシステム作

りを進めている（4）．本稿では，準備段階として開発

した食事調査支援のための入力・集計ツールと入力

過誤検出ツールの概要について述べる． 
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図 1 食事記録調査の流れ 

2. 食事記録調査 
食事における料理は調理操作を加えた食品の集ま

りであり，食品個々の栄養素は調理操作で変化する．

食事調査では，個々の食品を食べた量が必要になる

ため，秤量法などによって調査対象者の食事を記録

する．調査者は対象者の食事記録から摂取食品名，

加工法と重量を推定し，食品成分表を用いてエネル

ギーと各種の栄養素摂取量を算出することが基本で

ある． 
 

3. 食事記録調査へのコンピュータ支援 
調査者が対象者から集めた食事調査のデータをま

とめるには，データの電子化と栄養計算を行う．こ

こでは，データ入力と栄養計算のための支援ツール

と入力過誤の検出ツールについて述べる． 
3.1 データ入力の支援 
調査者は，集めた食事記録調査票から食品重量を

推定して，各食品データを電子データ化するために

コンピュータ入力する．このとき調査者は，料理を

構成する食品に分けることと，調味料を含めた各食

品の重量を推定する必要がある．調査者は一定の技

能と知識を要するものの，その負担は大きい．そこ

で，データ入力・集計支援ツールを作成した．デー

タ入力・集計支援ツールは Microsoft Excel ベースで

利用が可能な VBA で記述している．データ入力・

集計支援ツールの入力画面を図 2 に示す． 
データ入力・集計支援ツールでは対象者と食事ご

とに入力を行う．通常は料理名の入力と食品番号の

選択と重量の入力を行うが，一部の定食や惣菜には

対応する料理リストを備えており，料理で利用され

る食品と重量推定の入力サポートを行う．また，食

品成分データ（5）を持ち，入力された食品とその重量

から栄養素毎の推定値を算出する． 
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3.2 入力過誤検出の支援 
栄養素摂取量は入力データに基づいて算出してい

るが，食品分量の推定ミス，食品コードの付け違い，

コンピュータへの入力ミスなどの入力過誤がデータ

の入力前から入力時において発生する．これらは食

事を評価する際に大きく影響があるものの，人手に

頼る作業であるために，完全に排除することは困難

である．そこで，データを食事評価に利用する前に

Microsoft Access の機能を活用して，SQL による条件

抽出で入力過誤の検出を可能にした． 
入力過誤検出では，エラーや警告レベルの閾値を

Microsoft Access においてテーブル化しており，食品

成分データと合わせて条件設計に利用している． 
検出する入力過誤を以下に示す． 

 
• 入力番号の誤り 
• 惣菜分量の誤り 
• 重量の誤り（多過ぎる／少過ぎる） 
• 一般的な重量の範囲外 
• 料理なのに一食品 
• 食塩の誤り（多過ぎる／少過ぎる） 
• エネルギー総量の誤り（多過ぎる／少過ぎる） 
• 脂肪総量の誤り（多過ぎる／少過ぎる） 
• 食塩総量の誤り（多過ぎる／少過ぎる） 

 

入力過誤検出では誤り検出だけでなく，数値に疑い

があれば警告を表示して原因の追究を促している． 
 
4. まとめ 
本稿で示した食事調査を支援するためのデータ入

力・集計支援ツールと入力過誤検出ツールは，栄養

士養成課程の授業において活用し，入力過誤検出・

警告により起こりやすい入力過誤を体験している．

また，知識が不十分な学生でも食事調査データの入

力・集計を進めることができている． 
今後は，栄養士育成および現役栄養士を支援する

ための統合的な e-Learning システムとして構築する． 
最後に，本研究は文部科学省学術振興会の科学研

究費補助金（課題番号 24501007）で進めていること

を，感謝をこめて付記する． 
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図 2 算出支援ツールの入力画面 

図 3 算出支援ツールの入力過誤抽出結果 

教育システム情報学会　 JSiSE2012     
第37回全国大会　2012/8/22〜8/24

— 415 —




